
 

 

論文要旨 

	

本研究では、現在韓国において問題視されている「就学前カリキュラムの画一化」の背後

にある「プログラム」中心のカリキュラムの現状を検討した。そのため、教育・保育内容政

策、国レベルの教育課程、学術理論、現場における保育者の意識のなかに「プログラム」が

どのように位置付けられているのか、「プログラム」の開発・普及により生じる課題は何か

についてカリキュラムに対する保育者の役割を中心に検討する。ここでいう「プログラム

（program）」とは「専門の研究者によって開発されたカリキュラムモデル」を意味する。

分析のため、文献調査（政策分析・カリキュラム構造分析）および現地調査（質問紙調査・

インタビュー調査）を行った。なお、現地調査では、従来の韓国の国レベルの教育課程の方

式に対し、批判的な立場にある生態幼児教育の実践者を対象とし、現在の保育者の意識を把

握した。	

第 1 章では、韓国の政治・社会的な文脈に基づき教育・保育内容政策を史的に検討し、

「プログラム」中心のカリキュラム政策がどのような経緯で採用されてきたのか解明した。

第 2 章では、国レベルの教育課程の告示・解説書、そして「教師用指導書」の変遷を検討し、

公的枠組みとして提示されたカリキュラムモデルの作成過程とその中での保育者の役割を検

討した。検討の結果、韓国の国レベルの教育課程では「主題中心統合課程」を編成原理とし、

目標においては 5 領域内容間の均等性を、内容においては「主題」との関連性を考慮して各

「教育活動」の計画がなされていることが分かった。なお、これらの「主題中心統合課程」

のもたらすカリキュラムの構造は、保育者が「教育活動」の類型・内容・時間を自由に計画

することを制限していることが明らかになった。第 3 章では、韓国のカリキュラム理論にお

ける「プログラム」の意味を検討するため、保育者向けに執筆された大学の教材と政府刊行

物をもとに「プログラム」と「教育・保育課程」の関係を分析し、韓国の園・保育者レベル

の教育課程の開発においては、園独自の方針や目標、内容とそれに適した園固有の編成論に

ついては語られていないことが明らかになった。	

第 4 章では、生態幼児教育と生態幼児教育プログラムを検討し、国レベルの教育課程とは

異なる構造が韓国の中で存在することを明らかにし、その特徴を明らかにした。第 5 章およ

び第 6 章では、生態幼児教育プログラムに取り組む保育者の視点を通して、国レベルの教育

課程と「プログラム」に対する保育者の意識を分析した。その結果、現行の国レベルの教育

課程指針すなわち「ヌリ課程」が示すカリキュラムモデルを実践することと生態幼児教育を

実践することの間には摩擦が存在しており、生態幼児教育実践者は、「ヌリ課程」に従って



 

「主題中心教育課程」に合わせて生態幼児教育の実践を変形させていることが明らかになっ

た。また、生態幼児教育実践者は、既成のカリキュラムモデルつまり「プログラム」に対す

る制約、「プログラムの内面化」、「脱プログラム」の意識を持っていることが読み取れた。	

これらの研究結果から、韓国では国レベルの教育課程に基づく単一型プログラムが「教師

用指導書」として普及されており、中央集権的なカリキュラムモデルが存在すること、また、

保育者には、与えられたモデル案を使用するという「プログラムの実行者」としての役割だ

けではなく、主題や活動を自ら創造するという「プログラムの開発者」としての役割も求め

られていることが分かった。また、生態幼児教育実践者が自ら「ヌリ課程」の原則に従い、

その原則に逆らわない範囲で「生態幼児教育プログラム」を実践していることから、保育者

は「プログラムを内面化」していることが分かった。	

最後に、本研究では、子どもの自由な遊びを中心とした保育実践と保育者が自分の経験と

価値観に基づく保育観を持つことが、保育者の「プログラムの内面化」を打開する重要な手

がかりであることを論じた。また、以上の研究結果を踏まえ、本研究では、韓国における就

学前カリキュラムの開発様式である「プログラム」は、現在の「カリキュラム画一化」と強

い関連があると結論づけた。	

本研究は、「主題中心統合課程」を唯一のカリキュラムモデルとして提示している現行の

「ヌリ課程」のもとで、韓国のカリキュラムの現状を検討したものである。しかし、2020 年

から韓国で施行される改訂「ヌリ課程」では、遊び中心の保育が最も重視され、国レベルで

の「単一型プログラム」は原則として廃止される。2020 年以降、韓国の保育者の「プログラ

ム」に対する意識にも大きな変化があることが予想される。今後、改訂「ヌリ課程」のもと

で韓国の保育者は、どのように「プログラム」を認識し、「プログラム内面化」はどのよう

に展開していくのかについて検討することは必要である。		

	

 


